
赤磐市の北の玄関口
大にぎわい
　10月4日（日）、周匝の吉井川堤
防で「第12回コスモス・案山子まつ
り」が開かれ、たくさんの人でにぎ
わいました。（関連記事：26ページ）
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広報あかいわ
No.56（平成21年11月1日）

赤磐市の人口（10月1日現在）
　●人口…45,192人（−15）
　●男…21,604人（−16）　●女…23,588人（＋1）
　●世帯数…16,738世帯（＋18）

（　）内は9月1日との差

2 スポーツの秋

5 秋の交通安全旬間啓発活動あれこれ

6 市政だより

7
平成20年度決算での
健全化判断比率・資金不足比率

8
地球を守るため

「赤磐市地球温暖化防止活動実行計画」
－平成20年度の結果－

9
わたしのあなたの健康 55

考えよう「かけがえのない命」
子育て支援センター紹介 4

10 ズームアップ図書館

11
人権コラム33

「夢を実現させるために
～11月は男女共同参画推進月間～」

12 公民館へ行こう

暮らしのカレンダー

16 スポーツトピックス

17 新ALT紹介

18 情報BOX「子育て講座」ほか

24
読者のページ「短歌」ほか
一口メモ「豚肉と大豆の中華風いため」

26
まちのわだい

「100歳おめでとうございます」ほか

28
ふるさと探訪 55 

「分銅形土製品」

CONTENTS

ス
ポ
ー
ツ
の

秋

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
会

　

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
市
内
各
地

域
の
幼
稚
園
、保
育
園
、小
学
校
で
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
運
動
会
も
子
ど
も
た
ち
の
競

技
や
踊
り
に
、応
援
に
詰
め
掛
け
た
保

護
者
か
ら
大
き
な
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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２
０
０
９
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐

　

十
月
十
二
日
㈪
、山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
を
メ
イ

ン
会
場
に「
２
０
０
９
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、約
三
千
人
が
参
加
。メ
イ
ン
会
場
の
山

陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、新
体
力
テ
ス
ト
の
ほ
か
、

骨
密
度
計
測
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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　9月17日㈭、桜が丘西１丁目町内会
敬老会で高齢者約50人に、赤磐警察署
シルバーサポーターが交通安全教室を
行いました。

　9月18日㈮、市役所本庁前駐車場で

秋の交通安全県民運動の出発式が、関

係者約350人出席のもと行われ、高陽

中学校生徒、環太平洋大学学生、立川悠

遊クラブの代表が交通安全宣言をしま

した。その後、岡山県警白バイ隊を先頭

に街頭啓発に出発し、市内4カ所で約

500人のドライバーへ交通安全を呼び

かけました。

　9月21日㈪、赤磐警察署警察官が、穂
崎地区、和田地区の敬老会で高齢者約
70人に交通安全教室を行いました。

　9月19日㈯、29日㈫、10月1日㈭、2

日㈮にそれぞれ山陽地域、吉井地域、熊

山地域、赤坂地域で交通安全講習会が

開かれ、赤磐警察署警察官の交通講話、

ビデオ上映により交通安全意識を高め

ました。山陽地域では「桜が丘寸劇座」

が水戸黄門の交通安全啓発寸劇を行い

ました。

　9月26日㈯、マックスバリュで、桜が

丘地域安全推進協議会など約20人が、

ドライバーへ交通安全を呼びかけまし

た。

　9月30日㈬、ハピーマート吉井店で、
赤磐警察署、赤磐交通警察協助員、赤磐
交通安全協会吉井支部など約20人が、

「交通事故死ゼロを目指す日」の街頭
啓発を行い、買い物客へ交通安全を呼
びかけました。

秋
の
交
通
安
全
旬
間
啓
発
活
動
あ
れ
こ
れ

交
通
安
全
啓
発
物
品
の
寄
付
お
礼

◦
み
の
る
産
業
株
式
会
社
様

　

リ
ス
ト
バ
ン
ド
五
百
本

◦
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
山
陽
支
部
女
性
部
様

　

亀
の
お
守
り
三
百
六
十
個

◦
赤
磐
交
通
安
全
協
会
各
支
部
様

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
啓
発
用
の

　

交
通
安
全
啓
発
物
品

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
の
交
通
安
全
啓
発
活

動
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



nformation
市 政 だ よ り
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副
市
長
に
安
井
氏
を
選
任　

　

市
で
は
、九
月
十
五
日
㈫
開
催
の
市

議
会
定
例
会
で
、副
市
長
に
安
井
栄
一
氏

（
長
尾
・
六
十
一
歳
）を
議
会
の
同
意
を

得
て
選
任
し
ま
し
た
。任
期
は
九
月
十
五

日
か
ら
四
年
間
。

教
育
委
員
会
教
育
長
に

土
井
原
氏
を
任
命

　

教
育
委
員
会
で
は
、九
月
十
六
日
㈬
開

催
の
教
育
委
員
会
会
議
で
、教
育
長
に
土

井
原
敏
郎
氏（
立
川・六
十
一
歳
）を
任
命

し
ま
し
た
。任
期
は
九
月
十
六
日
か
ら
四

年
間
。

赤
磐
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に

対
す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、地
域
の
資
源
や
特
性
を
生
か

し
た
独
自
性
の
あ
る
産
業
振
興
を
展
開

し
て
い
く
た
め
、中
長
期
的
な
産
業
振
興

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
示
す
た
め
の
赤

磐
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
）を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
対
象
者

　

市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
人（
団
体

な
ど
を
含
む
）

■
閲
覧
の
方
法

①
赤
磐
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

②
窓
口
で
の
閲
覧

　

◦
本
庁
商
工
観
光
課

　

◦
各
支
所
産
業
建
設
課

■
意
見
の
募
集
期
間

　

十
月
二
十
六
日
㈪
～
十
一
月
二
十
七
日
㈮

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
意
見
提
出
用
紙（
本
庁
商
工

観
光
課・各
支
所
産
業
建
設
課
へ
備
付
）

に
住
所
、氏
名
、連
絡
先
と
本
件
へ
の
意

見
を
記
入
の
上
、郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ・
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き

ま
す
）。

■
そ
の
他（
意
見
の
取
り
扱
い
）

◦
電
話
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
で
き
ま
せ

ん
。

◦
意
見
は
、住
所・氏
名・連
絡
先
を
除
き

す
べ
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◦
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、内
容

ご
と
に
整
理
・
分
類
し
た
上
で
、後
日

公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ・提
出
先

◦
本
庁
商
工
観
光
課

　

〒
７
０
９
︱
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

☎（
９
５
５
）６
１
７
５

　

FAX（
９
５
５
）６
８
６
０

赤
磐
市
営
住
宅
公
募

■
募
集
団
地

①
団
地
名
／
福
田（
福
田
三
二
〇
）

　
▼
戸
数
／
一
戸　
▼
規
格
／
三
Ｄ
Ｋ

　
▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／

　
　
一
万
四
千
二
百
円
～
二
万
三
千
五
百
円

■
募
集
期
間

　

十
一
月
二
日
㈪
～
十
一
月
十
三
日
㈮

■
申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
の
内
容
を
確
認
し
ま

す
の
で
、入
居
申
し
込
み
は
本
人
ま
た

は
家
族
の
人
が
、吉
井
支
所
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
入
居
要
件
に
つい
て
は
、本
庁
都
市
建

設
課
ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
６
６

赤
磐
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
公
募

■
募
集
団
地

①
団
地
名
／
安
岡（
坂
辺
一
〇
五
五
ノ
一
八
）

　
▼
戸
数
／
二
戸

　
▼
規
格
／
四
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／
五
万
円

■
募
集
期
間

　

十
一
月
二
日
㈪
～
十
一
月
十
三
日
㈮

■
申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
の
内
容
を
確
認
し
ま

す
の
で
、入
居
申
し
込
み
は
本
人
ま
た

は
家
族
の
人
が
、赤
坂
支
所
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
入
居
要
件
に
つい
て
は
、本
庁
都
市
建

設
課
ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
４

  



平成20年度決算での

健全化判断比率・資金不足比率

■
対　

象

　

文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、住
民
交
流
の
活
動
を

目
的
に
、平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

定
期
的
な
使
用
を
希
望
す
る
赤
磐
市
に
在

住･

在
勤
の
十
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

■
申
請
方
法　
　

　

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
請
書
に
記
入
し
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

　

十
二
月
一
日
㈫　

午
後
十
時

■
問
い
合
わ
せ・提
出
先　
　
　
　
　
　

◦
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー　
　

　

赤
磐
市
桜
が
丘
東
五
ノ
五
ノ
三
九
一

　

☎（
９
９
５
）９
３
２
１

※
利
用
で
き
る
日
数
は
、大
ホ
ー
ル
は
週
一

回
、ほ
か
の
部
屋
は
週
二
回
ま
で
で
す
。

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、ご
希
望
の
使

用
日
、部
屋
を
お
貸
し
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

桜
が
丘
い
き
い
き

交

流
セ
ン
タ

ー

グ
ル
ー
プ
登
録
受
け
付
け

平成22年度
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率（「健全化判断比率」といいます）の４指標と資金不足比率（公営企業の会計ごとに算出）を公
表します。平成２０年度決算からは、その比率に応じて財政健全化計画・経営健全化計画などを策定することと
なりました。
　平成２０年度決算での赤磐市の健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおりです。

  １.健全化判断比率
（単位 ㌫）

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― 13.07 20.00
連結実質赤字比率 ― 18.07 40.00
実質公債費比率 14.7 25.0 35.0
将来負担比率 119.3 350.0

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため、「―（該当なし）」と表記しています。

  ２.資金不足比率
（単位 ㌫）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
簡易水道特別会計 ―

20.0
下水道事業特別会計 ―
宅地等開発事業特別会計 ―
水道事業会計 ―
市立赤磐市民病院事業会計 ―

※資金不足額がない場合は、「―（該当なし）」と表記しています。

＜用語の説明＞
◦実質赤字比率：一般会計など（赤磐市では、一般会計と竜天オ－トキャンプ場・田原用水・土地取得の特別会計）を対象とした実質赤

字の標準財政規模に対する比率です。
◦連結実質赤字比率：全会計（財産区は除く）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
◦実質公債費比率：一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率で、一部事務組合への負担金や公営企

業会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分なども要素に加えられています。
◦将来負担比率：地方債の残高をはじめ一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。
◦資金不足比率：公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。



■平成20年度温室ガス排出比較（CO2換算）
発生項目 平成20年度排出量（㌔） 割合（㌫） 平成17年度排出量（㌔） 割合（㌫）

灯油、重油、ガス使用に伴う排出量 980,700 11.2 1,077,138 11.4 
電気使用に伴う排出量 4,236,074 48.2 4,179,624 44.3 
自動車使用に伴う排出量 298,053 3.4 358,744 3.8 
一般廃棄物焼却に伴う排出量 94,925 1.1 107,611 1.1 
廃プラスチック焼却に伴う排出量 3,148,349 35.8 3,694,990 39.1 
笑気ガス使用に伴う排出量 0 0.0 930 0.0 
下水処理に伴う排出量 23,677 0.3 23,177 0.3 
農耕地耕作に伴う排出量 0 0.0 0 0.0 
家畜飼養に伴う排出量 0 0.0 127 0.0 
合　　計 8,781,778 100.0 9,442,341 100.0 
H17年を基準年とした削減率 −7.00㌫ 0.00㌫

広報あかいわ（平成21年11月号） 8

■
全
職
員
で

　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
で
は
、行
政
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
る
た
め
、地
球

温
暖
化
防
止
活
動
実
行
計
画
を
策
定
し
、

全
職
員
で
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

目
標
は
、平
成
十
七
年
度
を
基
準
と
し

て
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
、温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を

八・〇
㌫
以
上
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

■
平
成
二
十
年
度
の
結
果

　

実
行
計
画
の
三
年
目
に
当
た
る
平
成

二
十
年
度
の
結
果
は
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
は
、平
成
十
七
年
度
と
比
較
し
て
七
㌫

減
少
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
２
の
主
な
削
減
要
因
と
し
て
は
、灯

油・重
油・ガ
ス
使
用
に
伴
う
排
出
、自
動
車

使
用
に
伴
う
排
出
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却

に
伴
う
排
出
が
削
減
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
電
気
使
用
に
伴
う
排
出

が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、平
成
二
十
一
年

度
も
目
標
達
成
の
た
め
電
気
使
用
に
つ
い
て

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

①
事
務
室
の
冷
暖
房
温
度（
夏
期
二
十
八

度
、冬
期
十
八
度
）の
適
正
化
を
徹
底
す

る
。

②
冷
房
時
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
を
利
用
し

日
差
し
を
遮
る
。ま
た
、暖
房
時
は
自
然

光
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。

③
空
調
設
備
の
吹
き
出
し
口
の
周
り
に
は

不
要
な
も
の
を
置
か
な
い
。

④
電
気
製
品
を
長
時
間
使
用
し
な
い
と
き

や
休
日
な
ど
の
前
日
に
は
可
能
な
限
り
、

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
き
、待
機

電
力
の
削
減
に
努
め
る
。

⑤
業
務
や
接
客
な
ど
に
支
障
の
な
い
限
り
、

昼
休
み
時
間
は
消
灯
す
る
。

⑥
会
議
室・給
湯
室・ト
イ
レ・更
衣
室
な
ど

を
使
用
し
て
い
な
い
と
き
は
、消
灯
す
る
。

⑦
残
業
時
に
は
照
明
の
不
要
な
エ
リ
ア
を

消
灯
す
る
。

⑧
残
業
終
了
時
、最
終
退
出
者
は
Ｏ
Ａ
機

器
や
電
気
製
品
の
電
源
を
必
ず
切
る
。

　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

本
庁
環
境
課

　

☎（
９
５
５
）５
３
４
７

地球を守るため
　「赤磐市地球温暖化
　　　防止活動実行計画」
　　　　　　－平成20年度の結果－
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康
健

Vol.

55

わ
た
し
の

あ
な
た
の

考
え
よ
う

「
か
け
が
え
の
な
い
命
」

東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
長

蛇
の
列
を
作
る
約
三
万
人
を
超
す
人
々
を
想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
約
三
万
人
と
い
う
数
字
は
、日
本
の
一

年
間
の
自
殺
者
数
で
す
。平
成
二
十
一
年
九

月
、厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
二
十
年

の
自
殺
者
数
は
三
万
二
百
二
十
九
人（
警
視

庁
の
発
表
は
三
万
二
千
二
百
四
十
九
人
）で

す
。平
成
十
年
よ
り
、十
一
年
連
続
し
て
自
殺

者
数
が
年
間
三
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、自
殺
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

自
殺
予
防
に
つ
な
げ
る
国
民
一
人
一
人
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、周
囲
の
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
と

き
に
は
、

①
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く
場
を
も
ち
、訴
え

や
気
持
ち
を
否
定
し
た
り
、表
面
的
な
励

ま
し
を
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、耳
を

傾
け
、相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て
共
感

す
る
。

②
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す
。

③
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
配
慮
し
、

あ
せ
ら
ず
に
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見

守
る
。

こ
の
三
点
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

誰
も
が
何
ら
か
の
形
で
直
面
す
る
可
能
性

の
あ
る
問
題
で
す
。人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。一
度「
か
け
が
え
の
な
い
命
」に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
自
殺
予
防　

い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
１
２
０（
７
３
８
）５
５
６

※
毎
月
十
日　

午
前
八
時
～
翌
午
前
八
時

（
二
十
四
時
間
）

※
無
料
で
、携
帯
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
も

か
け
ら
れ
ま
す
。

■
岡
山
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
８
６（
２
４
５
）４
３
４
３

※
二
十
四
時
間
、定
休
日
な
し

子 育 て 支 援

セ ン タ ー 紹 介
vol.4  桜が丘子育て支援センター

ホームページ▶ http://sakuragaoka.okayamakodomokyoukai.com/sien.html

　　保育園に併設された施設で、親子、こども同士、
親同士の交流の場を提供しています。
どなたでも、お気軽にご参加ください。

■プロフィール
◦所 在 地／赤磐市桜が丘東6-6-704 ☎９9５-0104
◦開 館 日／月～金曜日（祝日は休み）
◦開館時間／午前９時～午後２時

■事業内容
◦オープンデー／月～金曜日　9：00～14：00
　今年7月に完成した“はじめの一歩館”で毎日開設しています。

ご自由にご利用ください。
◦赤ちゃんデー／水曜日　10：00～11：30
　1歳半までの赤ちゃんと保護者の人対象です。親同士話をし

たり、ふれあい遊びをしたりして過ごしましょう。
◦のはらの日／火曜日　10：00～11：30
　とよた保育園で毎週行っています。保育園の園庭やのはらの

部屋で遊びます。
◦お出かけ保育／月1回　木曜日　10：00～11：30
　桜が丘いきいき交流センターの和室をお借りして、季節の遊

びや交流の場を提供しています。
◦子育て講座／年間4回　
　離乳食体験や、座談会、講師の先生をお招きしての講演会な

どを行っています。
◦出張保育／随時
　幼児クラブからの依頼で、支援センタースタッフが出向いて

遊びの提供をしたり、お母さんたちのお手伝いをしたりして
います。

◦保育用品の貸し出し／随時
　幼児クラブの活動に必要な保育用品を貸し出します。（紙芝

居や運動用品など）
◦こぐま文庫／月曜～金曜日　9：00～18：00
　1人3冊、2週間まで絵本の貸し出しをしています。はじめの

一歩館2階にありますので、支援センターに遊びに来られた
とき、のぞいてみてください。

◦てくてく通信
　毎月の活動予定、子育て情報などをお知らせしています。
◦赤ちゃん通信
　1歳半までの赤ちゃんがおられるご家庭に、はがきで月齢に

あった子育て情報をお送りしています。ご希望の人は電話で
お申し込みください。



家族やお友達と
見に来てね！！
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　図書館で不用になった雑誌や書籍を差
し上げます。冊数制限はありません。
　皆さんお誘いあわせの上、お気軽にお
越しください。
■日　時／11月21日㈯・22日㈰
　　　　　〈赤坂公民館まつり期間中〉
　　　　　10：00～18：00
■場　所／赤坂図書館

リサイクルＢＯＯＫフェア 

中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間
　10：00～18：00
　（中央図書館のみ木曜

日は20：00まで開館）

★ 貸出点数と期間
　ひとり図書20冊まで、

視聴覚資料は４点まで。
2週間借りられます。

　予約がなければもう2
週間だけ延長すること
ができます（すでに返
却日が過ぎているも
のは延長できません）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

利用案内
11月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★データベースの利用法
■日　時／11月1日㈰・11月6日㈮
　　　　　11：00～（30分程度）
　中央図書館設置のパソコンで、データベ
ース「官報」、山陽新聞社「Sandex」、朝日
新聞社「聞蔵」が利用できます。のぞいてみ
ませんか。

★自動貸出機の利用法
■日　時／12月4日㈮・12月6日㈰
　　　　　11：00～（30分程度）
　中央図書館所蔵の資料は、カウンターに
並ばなくても自動貸出機を使って自分で
貸し出し手続きをすることができます。ち
ょっと使ってみませんか。

※参加の申し込みは中央図書館まで（電話可）
※セミナーはそれぞれ両日とも同じ内容です。

図書館知っ得セミナー 
定員5人程度 

■日　時／11月21日㈯ 14：00～
■場　所／中央図書館　多目的ホール
■内　容／『三匹のこぶた』（50分）
　　貧しくも幸せに暮らしていたお母さ

んぶたと三匹の子ぶたたちは、家賃が
払えなくなり、一家は別れ別れに。子ど
もたちはお母さんからもらった最後の
お金で土地を買い、家を建てることにし
ましたが…。

きらり☆しあたー：こども版 

■日　時／12月5日㈯ 14：00～15：00
■場　所／赤坂健康管理センター
■プログラム／クリスマス向け影絵劇「う

さぎのダンス」「モチモチの木」「かえる
のうた」「かげえ音楽会」「山

やまんば

姥のかがみ」
「クリスマスファンタジー」。クイズもあ
るよ！

■問い合わせ先／赤坂図書館

影絵劇団「灘崎かげっこ」公演 

■日　時／11月21日㈯
　　　　　14：00～15：00
■場　所／くまやまふれあいセンター １階
■内　容／ＩＰＵ（環太平洋大学）の先生と

学生さんによる、手あそび、おはなし、ゲ
ームなどです。みんなで楽しくあそびま
しょう！

■問い合わせ先／熊山図書館

おはなしのおへや特別版 

　期間中に本を借りた人に1日1回スタンプ
を1つ押します。スタンプ5つ以上集めた人に
図書館オリジナルグッズを差し上げていま
す。どうぞご参加ください。
■場　所／赤坂・熊山・吉井図書館
■期　間／11月29日㈰まで

図書館スタンプラリー実施中 
赤坂・熊山・吉井図書館 

▲モチモチの木
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回

映画「父と暮せば」
上 映 会

日　時

場　所

参加費

問い合わせ先
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　配偶者・パートナーなどからの暴力や職場な
どでのセクシャルハラスメント、性犯
罪などの「女性に対する暴力」は重大
な人権問題です。
　そんな人権問題に対応す
るため強化週間を設けて、次の
期間に回線を増設して相談に
お答えします。
　気になることがあったら、まずお
電話をください。相談料は無料で秘
密は厳守します。

【期　間】11月15日㈰～21日㈯

【時　間】午前８時３０分～午後７時
※土・日曜は午前１０時～午後５時までです。

【問い合わせ先】
　「女性の人権ホットライン」
　☎０５７０-０７０-８１０

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

～
十
一
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
～

　

皆
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
、ど
ん
な
将
来
の
夢

を
思
い
描
き
ま
し
た
か
。ま
た
、お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
、お
子
さ
ん
に「
将
来
、何

に
な
り
た
い
？
」と
聞
い
た
と
き
、ど
の
よ
う

な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
か
。「
ス
ポ
ー
ツ

選
手
」「
消
防
士
」「
看
護
師
」「
保
育
士
」な

ど
、多
く
の
職
業
が
あ
り
ま
す
。

　

人
は
誰
で
も
、夢
や
希
望
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」と
いっ
た

理
由
で
、な
り
た
い
職
業
を
あ
き
ら
め
た
り
、

周
囲
の
人
か
ら
違
う
道
を
勧
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、「
家
事・育
児
は
女
性
の
仕
事
」と

い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ
る
と
、共
働
き
家
庭

の
女
性
の
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
、男
性
の
積
極
的
な
家
事・育
児
へ
の
参

加
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。女
性
で
あ

れ
、男
性
で
あ
れ
、そ
の
人
の
持
つ
可
能
性
を

狭
め
る
と
い
う
こ
と
は
、社
会
的
に
も
大
き

な
損
失
と
い
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
。言
葉
の
硬
さ
や
と
っつ
き
に
く
さ
か

ら
苦
手
な
感
じ
を
覚
え
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
は

あ
る
」と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。そ
し
て「
男
女
平
等
と
は
違
う
の
か

な
」「
言
葉
が
難
し
い
な
」な
ど
、人
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
反
応
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。で

も
、本
当
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
。「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」で
は
な

く
、「
女
で
も
」「
男
で
も
」と
、ほ
ん
の
少
し

も
の
の
見
方
、考
え
方
を
見
直
す
だ
け
で
い

い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
何
か
を
始
め
よ
う
と
す
る
と

き
、ま
た
、お
子
さ
ん
や
友
人
が
将
来
の
夢
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
る
と
き
、ほ
ん
の
少
し
こ
の

こ
と
を
意
識
し
て
み
る
と
、今
ま
で
と
は
違

っ
た
未
来
が
見
え
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

岡
山
県
で
は
、十
一
月
を
男
女
共

同
参
画
推
進
月
間
と
し
て
、男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」と
い
っ

た
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
を
見

直
し
、家
庭
や
職
場
、地
域
で
、男
女

が
共
に
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
、対
等
な
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　赤磐市男女共同参画団体ネットワークでは、
映画「父と暮せば」の上映会を開催します。映
画を通じて、男女共同参画について考えてみ
ませんか。

女性の人権 ☎
ホットライン

11月18日㈬
午後1時30分～

中央図書館
多目的ホール

無　料

本庁市民課人権・男女共同参画係
☎955-1114



★講座の受け付けは、各館とも午前9：00からで、すべて先着順です。
★問い合わせ・申し込みは講座を主催する公民館へお願いします。
★定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。

広報あかいわ（平成21年11月号）12

中央公民館（下市337 ☎955-0069）

★『パソコン講座』（講座で使用するのはすべてVistaです）

〔各コース共通〕
■申込期間 　11月2日㈪～
　※定員になり次第締め切ります。
　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。
　　（電話での仮押さえなどはできません）
■対　象　一般　　■定　員　各回10人（先着順）
■場　所　中央公民館　　■テキスト代　実費

◎『パソコンで年賀状をつくろう』
　パソコンと市販のソフトを使って、自分だけの年賀状
を作ってみませんか。
■日　時　Nコース…12月6日㈰・12月13日㈰ 

9：00～12：00
■受講料   1，500円（1コース2回分）

◎『ネットのフリー素材で年賀状をつくろう』
　ワードを使って、ネット上にある素材を活用して年賀
状を作ってみませんか。
■日　時　12月6日㈰  13：00～16：00
■受講料   500円（1コース1回分）

◎「パソコン相談室」
　パソコンのちょっとした疑問や、講座で習ったけど
ちょっと心配…。そんなあなた！ぜひこの機会に専門
の講師に学んでみましょう。
■日　時　12月13日㈰ 
　　　　　13：30～17：00（16：30受け付け終了）
■定　員　先着順・1人約30分程度
■受講料   無料
■申込期間　当日会場にお越しください。
※相談者が大勢の場合には、先着順でしばらく待って
　いただくようになります。

◎『公民館主催講座パソコン講座講師・
　　　　　　岩本先生のパソコン相談室』
■日　時　11月22日㈰ ※公民館まつりの中で
　　　　　9:00～12：00、13：00～15：00
■定　員　先着順
■申込期間　当日会場にお越しください。

吉井公民館（周匝136-1 ☎995-1379）

★はじめての和紙ちぎり絵講座
　伝統の手すき和紙を素材に、手でちぎり、色紙にのり
で貼って作ります。来年の干支にちなんだちぎり絵作
りを楽しもう♪お部屋に飾って楽しめます♪

■日　時　①11月17日㈫ 10:00～12:00 「寅」
　　　　　②12月15日㈫ 10:00～12:00 「七福神」
■講　師　谷川　早苗（和紙ちぎり絵しゅんこう）
■対　象　一般　　■定　員　各回２０人
■参加費　材料代①1,300円②1,600円
■申込期間　11月4日㈬～

高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）

★おいしいパンづくり
　いろいろ工夫して、おいしいパン作りに挑戦してみま
せんか。
■日　時　12月12日㈯･平成22年1月23日㈯･
　　　　　2月13日㈯　9：00～13：00
■講　師　青井　初恵　　■対　象　一般
■定　員　15人　　■参加費　600円（3回分）
■申込期間　11月5日㈭～

熊山公民館（松木623 ☎995-1360）

★ふるさとの味講座 『黒豆山菜おこわづくり』
　熊山特産の黒豆を使って、おこわ作りを楽しもう。
■日　時　11月14日㈯  9：30～12：00
■対　象　一般　　■定　員　10人
■参加費　300円　　■準備物　エプロン・三角巾など
■申込期間　11月2日㈪～

★ナイスミディ講座 『クリスマス・リースづくり』
　素敵な「クリスマス・リース」をアレンジしてみませんか？
■日　時　12月16日㈬ 15：00～17：00
■講　師　石原　貴子（フラワーデザイン　ティ・ローゼリィ）
■対　象　一般　　■定　員　10人
■参加費　1，500円　　■申込期間　11月2日㈪～

★イキイキ講座 『ポーセリン・アート 陶彩』
　芸術の秋！素敵な作品づくり「ポーセリン・アート」に
チャレンジしてみませんか？
■日　時　11月14日㈯  13：00～15：00
■講　師　竹中　千恵（千彩Ａｒｔ）
■対　象　一般　　■定　員　10人
■参加費　材料費実費　　■申込期間　11月2日㈪～

中央公民館主催講座

熊山公民館主催講座

吉井公民館主催講座

高月公民館主催講座



●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）　●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）
●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

※電話をおかけの際は番号のお間違いのないようお気をつけください。

市民の皆さんと公民館グループとの交流の場として開催します。
多くの皆さんのお越しをお待ちしています。

■中央公民館まつり
11月21日㈯ 9：00～16：00／11月22日㈰ 9：00～15：00
公民館グループの舞台発表・作品展示により日ごろの学習成果を発表します。
参加体験コーナーもあります（パソコン・着付け・お茶席など）。

■熊山公民館まつり
11月14日㈯ 9：00～16：00／11月15日㈰ 9：00～15：00
絵画・書道・生け花・絵手紙・短歌・川柳・盆栽などの力作が勢ぞろいします。
また、特産の黒豆を使ったおこわの試食もあります。

■赤坂公民館まつり
11月21日㈯ 9：00～17：00／11月22日㈰ 9：00～15：30
テーマ「学ぶ力！つなげよう地域の輪」のもと、
作品展示・舞台発表など楽しい催しを用意しています。

公 民 館 ま つ り 多
く
の
皆
さ
ん
の

お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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■講　師　数原　健功（新見市そば道場 田舎屋）
■対　象　小学校5年生～一般
■定　員　24人　　■参加費　700円
■申込期間　11月4日㈬～

★クリスマスケーキづくり教室
　もうすぐクリスマス、楽しくクリスマスケーキを作っ
てみませんか。
■日　時　12月19日㈯  9：00～13：00
■講　師　阿部　千枝子
■対　象　一般　　■定　員　12人
■参加費　300円・材料費500円　合計800円
■申込期間　11月4日㈬～

★ドキドキ講座 『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する鳥につ
いて観察してみよう。
■日　時　11月28日㈯ 9：00～11：00
■定　員　30人　　■参加費　無料
■申込期間　11月27日㈮まで

西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）

★そば打ち教室
　草間台（新見市）の本格的指導者による「三たて」（ひ
きたての粉・打ちたての麺・ゆでたてのそば）のおいし
さを味わってみませんか。
■日　時　12月5日㈯  10：00～13：00

西山公民館主催講座
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ル

フ
場

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10：00〜
16：00

　（
本

庁
1階

第
2会

議
室

）

●
交

通
安

全
日

●
2歳

6カ
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

 12：45〜
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45〜
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19：00〜
20：00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
あ

か
い

わ
祭

り
　

9：00〜
15：00

　（
赤

磐
市

赤
坂

フ
ァ

ミ
リ

ー
公

園
、

　
サッポ

ロ
ワ

イン
㈱

岡
山

ワ
イ

ナリー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10：00〜
16：00

　（
本

庁
1階

第
2会

議
室

）
●

子
育

て
講

座
　

10：00〜
12：00

　（
赤

坂
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
）

●
1歳

６
カ

月
児

健
診

　
受

付
時

間
 12：45〜

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
無

料
法

律
相

談〈
要

予
約

〉
　

13：00〜
16：00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
な

や
み

ご
と（

人
権

）・行
政

相
談

　
10：00〜

12：00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

★
11月

の
税・保

険
料

を
　

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

●
固

定
資

産
税

…
…

…
…

…
4期

●
国

民
健

康
保

険
税

…
…

…
6期

●
介

護
保

険
料（

普
通

徴
収

）…
6期

●
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
…

5期

11月
30日

ま
で

1
1
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
■

施
設

紹
介

山
陽

ふ
れ

あ
い

公
園

 屋
内
プ
ー
ル

１
年

中
泳

げ
る

温
水

プ
ー

ル
で

す
。一

般
プ

ー
ル（

2
5

㍍・6
コ

ー
ス

）と
幼

児
プ

ー
ル

(
水

深
5

0
㌢

)が
あ

り
ま

す
。ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
専

用
コ

ー
ス（

1
コ

ー
ス

）遊
泳

専
用

コ
ー

ス
（

2
コ

ー
ス

）を
用

意
し

て
い

ま
す

。1
0

月
～

3
月

は
第

2
･4

木
曜

日
に

水
中

健
康

教
室

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
◆

利
用

料
金（

　
）は

中
学

生
以

下
当

日
券

４
０

０
円（

２
０

０
円

）、回
数

券（
1

1
回

分
）４

,０
０

０
円（

２
,０

０
０

円
）、会

員
券

（
１

カ
月

･３
カ

月
･６

カ
月

･１
年

券
あ

り
ま

す
）

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

山陽ふれあい公園

トレ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

トレ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

初
心

者
講

習
実

施
日

休館日

休館日

★
★

休館日

★

休館日

★
★

休館日

★

休館日
屋

　
内

プ
ー

ル

10:00

～12:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

14:00

～16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○

18:30

～20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

吉
井

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

9
5

5
-4

4
3

2
）

〈
開

園
時

間
〉

　
9

:0
0

～
2

1：0
0（

日
曜

日・祝
日

は
1

7：0
0

ま
で

） 
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
  高

校
生

以
上

…
4

0
0

円
／

中
学

生
以

下
…

2
0

0
円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
…

3
0

0
円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

ま
す

が
電

話
予

約
が

必
要

で
す

。受
講

料
4

0
0

円
／

再
受

講
料

3
0

0
円

。日
曜

日
1

4：0
0

～
、金

曜
日

1
8

:3
0

～
）

■
吉

井
B

&
G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
9

5
4

-2
3

2
3

）
〈

開
園

時
間

〉
　

9
:0

0
～

2
1：0

0（
日

曜
日・祝

日
は

1
7：0

0
ま

で
）

　
 ※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

 は
1

1
月

～
3

月
ま

で
お

休
み

し
ま

す
。

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
…

1
0

0
円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
●

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

㊩
桜

が
丘

ク
リ

ニ
ック

 ☎
９５５

-８０２５
㊩

米
井

医
院

 ☎
９５４

-０５５０
長

島
病

院
 ☎

９５２
-１

355
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
山

陽
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５５

-７１１１
㊩

道
満

医
院

 ☎
９５７

-２１１１
粟

井
内

科
医

院
 ☎

953-0617
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
臨

時
休

館
日

㊩
戸

田
小

児
科

医
院

 ☎
９５５

-３１２１
㊩

越
宗

医
院

 ☎
９５７

-３０３５
岡

山
東

部
脳

神
経

外
科

東
備

クリニック
　

☎
９５２

-５２５２
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院（

小
児

科
診

療
）

　
☎

９５５
-６６８８

㊩
桜

井
内

科
 ☎

９５７
-３０１２

石
原

医
院

 ☎
９５２

-０１６２
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
９５６

-０７００
㊩

森
医

院
 ☎

９５７
-２４００

●
うえ

お
か

内
科

医
院

 ☎
９５２-５６６５

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
ふ

よう内
科

クリニック
 ☎９５５-７１１０

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎

９９５
-１２５１

●
近

藤
内

科
医

院
 ☎

９５
3-１

610
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
あ

か
い

わ
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５５

-９２５１
㊩

吉
田

医
院

 ☎
９５４

-０２０２
●

鈴
木

医
院

 ☎
９５２

-０２０５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

22
23

24
25

26
27

28

29
30

12/1
12/2

12/3
12/4
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◦
二
位
／
椿　

伊
織・藤
川
翔
太

　
　
　
　
（
赤
坂
Ｂ
Ｃ
）

◦
三
位
／
中
村
拓
人・石
原
美
佐
子

　
　
　
　
（
熊
山
）

〈
女
子
Ｂ
級
〉

◦
優
勝
／
井
原
彩
香・奥
田
麻
紀

　
　
　
　
（
山
陽
Ｂ
Ｃ
）

◦
二
位
／
内
山
恵
梨
子・延
原
千
菜

　
　
　
　
（
熊
山
）

◦
三
位
／
伊
久
弘
子・詫
間
リ
ツ
子

　
　
　
　
（
山
陽
ア
リ
ス
）

〈
男
女
子
Ｃ
級
〉

◦
優
勝
／
小
松
倫
枝・小
松
千
聖

　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
３
８
１
）

◦
二
位
／
岡
部
祥
法・三
箇
健
太

　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
三
位
／
光
好
瑞
江・武
知
弘
子

　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
３
８
１
）

〈
男
女
子
Ｄ
級
〉

◦
優
勝
／
青
井
美
樹・奥
田
あ
お
い

　
　
　
　
（
高
陽
中
）

◦
二
位
／
松
岡
良
樹・平
松
昇
氣

　
　
　
　
（
チ
ェ
リ
ー
ズ
）

◦
三
位
／
田
中
妃
奈・石
原
理
沙

　
　
　
　
（
高
陽
中
）

第
八
回
赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
開
催
日
】九
月
十
三
日
㈰

【
場　

所
】熊
山
運
動
公
園

【
参
加
者
】五
十
二
人

【
大
会
結
果
】

〈
一
般
男
子
〉

◦
優
勝
／
木
下・岡
本

◦
二
位
／
岡
部・河
内

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　

申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
六
十
四
回
国
民
体
育
大
会（
新
潟
県
）

【
テ
ニ
ス
競
技 

成
年
女
子
】

◇
亜
細
亜
大
学
二
年

　

宮
本　

紗
織（
町
苅
田
）

【
競
泳
競
技 

少
年
男
子
】

◇
高
陽
中
学
校
三
年

　

尾
刀　

周
希（
高
屋
）

【
ボ
ー
ト
競
技
】

◇
岡
山
東
商
業
高
等
学
校
二
年

　

梶
谷
香
穂
里（
下
仁
保
）

【
軟
式
野
球
競
技
】

◇
竺
原　

清
志（
山
陽
五
丁
目
）

◇
門
田　

智
雅（
桜
が
丘
東一丁
目
）

◇
我
沢　

泰
志（
河
田
原
）

◇
伊
永　

純
規（
勢
力
）

第
四
十
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会（
横
浜
市
）

◇
桜
が
丘
中
学
校

　

福
田　

知
夏（
桜
が
丘
西
六
丁
目
）

第
二
十
三
回
全
日
本
シ
ニ
ア

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
群
馬
県
）

◇
本
荘　

真
二（
黒
本
）

平
成
二
十
一
年
度

赤
磐
市
青
少
年
剣
道
大
会

【
開
催
日
】九
月
六
日
㈰

【
場　

所
】赤
坂
中
学
校

【
参
加
者
】二
百
人

【
大
会
結
果
】

◆
団
体
戦

〈
低
学
年
の
部
〉

◦
二
位
／
赤
坂

◦
三
位
／
仁
掘・熊
山

〈
高
学
年
の
部
〉

◦
優
勝
／
赤
坂
Ａ

◦
二
位
／
赤
坂
Ｂ

◦
三
位
／
熊
山

〈
中
学
校
の
部
〉

◦
優
勝
／
磐
梨
中
Ａ

◦
三
位
／
桜
が
丘
中
Ａ

　
　
　
　

桜
が
丘
中
Ｂ

〈
高
校
・一
般
の
部
〉

◦
三
位
／
山
陽
Ａ

◆
個
人
戦

〈
低
学
年
男
子
の
部
〉

◦
二
位
／
尾
崎（
赤
坂
）

〈
低
学
年
女
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
片
山
葉
月（
熊
山
）

◦
二
位
／
伊
永（
熊
山
）

◦
三
位
／
川
尻（
熊
山
）

〈
五
年
女
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
高
馬
果
歩（
赤
坂
）

〈
六
年
男
子
の
部
〉

◦
二
位
／
小
坂（
赤
坂
）

◦
三
位
／
榮
谷（
山
陽
）

　
　
　
　

犬
飼（
赤
坂)

〈
六
年
女
子
の
部
〉

◦
二
位
／
延
岡（
仁
堀
）

◦
三
位
／
吉
良（
山
陽
）

〈
中
学
男
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
杉
本
隼
人（
磐
梨
）

◦
三
位
／
伊
永（
磐
梨
）

　
　
　
　

若
松（
磐
梨
）

〈
中
学
女
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
高
馬
涼
子（
赤
坂
）

◦
二
位
／
日
笠（
磐
梨
）

◦
三
位
／
中
村（
桜
が
丘
）

　
　
　
　

伊
永（
磐
梨
）

〈
一
般
男
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
西
野
剣
樹（
山
陽
）

◦
二
位
／
武
本（
熊
山
）

◦
三
位
／
鎌
田（
熊
山
）

〈
一
般
女
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
高
馬
麻
美（
赤
坂
）

◦
二
位
／
杉
本（
熊
山
）

◦
三
位
／
金
光（
熊
山
）

第
四
回
赤
磐
市
体
育
協
会
会
長
杯

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
開
催
日
】九
月
十
三
日
㈰

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

【
参
加
者
】百
五
十
二
人

【
大
会
結
果
】

〈
男
子
Ａ
級
〉

◦
優
勝
／
本
田
貴
之・尾
崎
圭
太

　
　
　
　
（
羽
根
つ
き
本
舗
）

◦
二
位
／
額
田
桂
史・大
野
聖
弥

　
　
　
　
（
ボ
ン
Ｂ
Ｃ
）

◦
三
位
／
大
西
克
幸・岡　

寿
典

　
　
　
　
（
瀬
戸
南
高
Ｏ
Ｂ
）

〈
女
子
Ａ
級
〉

◦
優
勝
／
大
屋
知
子・山
田
和
子

　
　
　
　
（
ボ
ン
Ｂ
Ｃ
）

◦
二
位
／
河
井
麻
希・福
田
真
弓

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
三
位
／
岡
本
麻
実・岡
本
麻
衣

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

〈
男
子
Ｂ
級
〉

◦
優
勝
／
末
永
真
一・
藤
原　

始

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

全
国
大
会
出
場（
敬
称
略
）

大
会
結
果
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◦
三
位
／
永
宗・塩
見

〈
一
般
女
子
〉

◦
優
勝
／
岸
越・小
野

◦
二
位
／
嶋
田・河
田

◦
三
位
／
曽
田・有
利

〈
シ
ニ
ア
〉

◦
優
勝
／
年
岡・土
屋

◦
二
位
／
渋
野・辻
原

◦
三
位
／
松
島・川
崎

〈
中
学
生
男
子
〉

◦
優
勝
／
眞
野・黒
澤（
高
陽・赤
坂
）

◦
二
位
／
石
本・和
田（
桜
が
丘・高
陽
）

◦
三
位
／
中
原・福
井（
吉
井
）

〈
中
学
女
子
〉

◦
優
勝
／
矢
部・赤
枝（
磐
梨
）

◦
二
位
／
入
矢・瀧
本（
磐
梨
）

◦
三
位
／
金
光・土
井（
磐
梨
）

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会 

ネ
ッ
ト
競
技

【
開
催
日
】九
月
二
十
三
日
㈬

【
場　

所
】山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

【
参
加
者
】九
十
三
人

【
大
会
結
果
】（
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ･

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）

〈
一
般
の
部
〉

◦
優
勝
／
岸
本　
　

勇（
74
／
69.2
）

◦
二
位
／
藤
本　

明
彦（
78
／
69.6
）

◦
三
位
／
加
藤　

博
昭（
86
／
70.4
）

◦
四
位
／
窪
岡　

五
郎（
79
／
70.6
）

◦
五
位
／
重
歳　

敏
典（
79
／
70.6
）

◦
六
位
／
波
田　

正
浩（
78
／
70.8
）

◦
七
位
／
皿
井　
　

誠（
82
／
71.2
）

◦
八
位
／
石
原
真
理
子（
82
／
71.2
）

◦
九
位
／
鹿
子
島
和
也（
88
／
71.2
）

◦
十
位
／
眞
野　

義
一（
81
／
71.4
）

〈
女
子
の
部
〉

◦
優
勝
／
石
原
真
理
子（
82
／
71.2
）

◦
二
位
／
林
田
登
司
子（
80
／
72.8
）

◦
三
位
／
岡
田　

多
恵（
86
／
74.0
）

　今年度、新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）がもう１人やってきました。8月下旬に赤磐市内へ転入して、
さっそく2学期から吉井中学校の生徒たちに楽しく英語を教えています。城南小、仁美小学校でも
外国語活動の補助をします。赤磐市へやって来る前までは、愛媛県内の中学校でＡＬＴとして勤務して
いましたので、日本語もずいぶん話せます。皆さん、彼を見かけたら気軽に声をかけてください。

●Johnny’s Self Introduction

　Hello.  My name is Johnny Mendoza Govea.  Please call me Johnny. 
 I am very happy to begin my work as an ALT here in Akaiwa-shi. 
 I have moved to Yoshii with my family, my wife and our 1 year old
 daughter.  I am looking forward to discovering the sights and tastes, 
like school lunches, of Okayama-ken, the Land of Peaches and Grapes.
　I worked as an ALT in Ehime-ken, the Land of Mikan Oranges, for 5 years before arriving here.  
From oranges to peaches and grapes, I feel a connection.  I hope that my previous experiences 
here in Japan can help me to do my best.  Also, I want to communicate with as many people as I 
can here.  If you see me on the street, feel free to say “hi!”

 ●ジョニーの自己紹介

　こんにちは。私の名前はジョニー・メンドーザ・ゴベアです。ジョニーと呼んで下さい。私は赤磐市でALTの仕事を始めることができ、
とてもうれしいです。私は吉井へ妻と１歳になる娘の３人で引っ越してきました。桃とぶどうの国岡山の名所を訪れたり給食や郷土料
理を食べたりすることを楽しみにしています。
　私は以前、ミカンの産地である愛媛県でALTとして５年間働いてきました。今までの日本での経験を生かせるよう頑張りたいと思
います。そして、この地域のできるだけたくさんの人々と交流していきたいと思います。もしまちで私を見かけたら、気軽に声をかけてく
ださいね！よろしくお願いします。

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
紹
介

第
三
十
一
回
赤
坂
地
域
球
技
大
会

【
開
催
日
】九
月
六
日
㈰

【
場　

所
】

◦
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

◦
赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

【
大
会
結
果
】

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
〉　　
　

◦
優　

勝
／
今　

井

◦
準
優
勝
／
東
軽
部

◦
第
三
位
／
小　

原

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
〉

◦
優　

勝
／
今　

井

◦
準
優
勝
／
多　

賀

◦
第
三
位
／
小　

原

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
〉

◦
優　

勝
／
東
窪
田

◦
準
優
勝
／
東・西
窪
田
混
合

◦
第
三
位
／
西
軽
部

第
七
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

【
開
催
日
】九
月
十
三
日
㈰

【
場　

所
】備
前
射
撃
場

【
大
会
結
果
】

◦
優　

勝
／
藤
原
輝
雄（
尾
谷
）

◦
第
二
位
／
福
安
秀
雄

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
三
丁
目
）

◦
第
三
位
／
本
徳
丈
彦（
沼
田
）

◦
第
四
位
／
白
石　

求（
可
真
上
）

◦
第
五
位
／
本
並
宜
男（
山
陽
六
丁
目
）

◦
第
六
位
／
遠
藤
国
夫（
岩
田
）

◦
第
七
位
／
篠
原
康
人

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
七
丁
目
）

◦
第
八
位
／
松
田
典
章（
可
真
下
）

◦
第
九
位
／
森
内
新
一（
周
匝
）

◦
第
十
位
／
筒
井
泰
治（
尾
谷
）

高
円
宮
牌
２
０
０
９

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
リ
ー
グ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
を

赤
磐
市
で
開
催
！

　

日
本
ホ
ッ
ケ
ー
最
高
峰
の
リ

ー
グ
で
活
躍
し
た
各
チ
ー
ム
か

ら
フ
ァ
ン
投
票
お
よ
び
監
督
推

薦
で
選
出
さ
れ
た
選
手
が
、赤

磐
市
へ
集
結
し
ま
す
。オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
選
手
も
多
く

来
場
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
日
本
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ホ
ッ
ケ
ー
を
ご

観
戦
く
だ
さ
い
。観
戦
は
無
料

で
す
。詳
し
く
は
、日
本
ホ
ッ
ケ

ー
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.h
o
c
k
e
y
.

or.jp
/gam

e/hjl/allstar/
index.htm

l

【
日
　
時
】

　

十
一
月
二
十
九
日
㈰

◦
午
前
九
時
～

　

ホ
ッ
ケ
ー
教
室（
参
加
自
由
）

◦
午
前
十
一
時
～

　

女
子
オ
ー
ル
ス
タ
ー

◦
午
後
一
時
～

　

男
子
オ
ー
ル
ス
タ
ー

※
男
女
と
も
東
日
本
オ
ー
ル
ス
タ

　

ー
対
西
日
本
オ
ー
ル
ス
タ
ー

◦
試
合
終
了
後

　

お
楽
し
み
会
・サ
イ
ン
会

　

抽
選
で
、試
合
で
選
手
が
着

　

用
し
て
い
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が

　

も
ら
え
ま
す
。

【
場
　
所
】

　

熊
山
運
動
公
園

ホ
ッ
ケ
ー
か
わ
ら
版
！

ジョニー・メンドーザ・ゴベア先生
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◦
本
庁
健
康
増
進
課

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

　
特
定
健
診・健
康
診
査
の

　
日
程
の
訂
正

　

四
月
に
配
布
し
た「
け
ん
こ

う
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
つ
い
て
、一

部
日
程
の
変
更
を
し
ま
す
。ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
一
月
十
一
日
㈬
山
陽
公
民

館
を
十
一
月
十
六
日
㈪
へ
変
更

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　
地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
無
償
給
付
な
ど
の
支
援

　

総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理

由
な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

援
を
行
う「
住
宅
手
当
緊
急
特

別
措
置
事
業
」を
開
始
し
ま
し

た
。〔
手
当
の
支
給
額
は
地
域
ご

と
に
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

（
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
特
別

基
準
に
準
拠
）〕

支
給
対
象
者

　

支
給
申
請
時
に
次
の
要
件
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

①
二
年
以
内
に
離
職
し
た
人

②
離
職
前
に
、自
ら
の
労
働
に

よ
り
賃
金
を
得
て
主
と
し
て

世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い

た
人

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職

の
意
欲
が
あ
り
、公
共
職
業

安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を

行
う
人

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
ま

た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
人（
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
は
以
下
⑤
お
よ
び
⑥
の

要
件
に
該
当
し
、賃
貸
住
宅

な
ど
に
入
居
し
て
い
る
人
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
人
。

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。
◎電話番号一覧

［本庁代表］☎955-1111
　◦市民課国保年金係
　　☎９５５-１１１３
　◦市民課人権・男女共同参画係
　　☎９５５-１１１4
　◦協働推進室
　　☎９５５-４７８３
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦社会福祉課
　　☎955-1115
　◦農林課
　　☎９５５-６１７４
　◦商工観光課
　　☎９５５-６１７５
　◦都市建設課
　　☎９５５-１４８７

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎９５７-４８２２

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎９９５-１２９３

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎９５４-１３７４
　◦産業建設課
　　☎９５４-１３１９

［教育委員会］
　◦社会教育課
　　☎９５５-０７83
　◦吉井公民館
　　☎９５４-１３７９
　◦山陽郷土資料館
　　☎９５５-０７１０

［赤磐市民病院］☎９９５-１２５１
［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

　
子
育
て
講
座

　

乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん
を
子

育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
に
子

育
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
要

予
約
）

日　

時　

十
一月
三
十
日
㈪

　

午
前
十
時
～
正
午

場　

所　

　

赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対　

象　

乳
幼
児
を
子
育
て
中

　

の
保
護
者（
託
児
有
）

内　

容

◎
講
演

　
「
今
、親
と
し
て
で
き
る
こ
と
」

　

講
師
／
岡
山
大
学
病
院

　

臨
床
心
理
士

　

大
重　

惠
子
先
生

◎
栄
養
指
導（
試
食
あ
り
）

申
込
締
め
切
り
日　

　

十
一
月
二
十
日
㈮

申
し
込
み
先　

を
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯

に
対
し
て
、簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援

を
十
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。

支
援
対
象
者

　

日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）と

受
信
契
約
を
結
び
、受
信
料
全

額
免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、

◦
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的

扶
助
受
給
世
帯

◦
障
害
者
の
い
る
市
町
村
民
税

非
課
税
の
世
帯

◦
社
会
福
祉
事
業
実
施
施
設
入

所
者
の
世
帯

支
援
内
容

　

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
に
取
り
付
け
る「
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
」の
無
償
給
付
を
行

い
ま
す
。ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど

が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援

も
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、支
援
は
現
物
給
付

で
す
の
で
、ご
自
身
で
購
入
さ

れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、ア
ン
テ
ナ
改

修
な
ど
の
費
用
を
清
算
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

　

た
め
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

◦
総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
５
７
０
）０
３
３
８
４
０

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、

　

受
信
料
免
除
に
つ
い
て

◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
５
７
０
）０
０
０
５
８
８

　
住
宅
手
当
緊
急
特
別

　
措
置
事
業
の
創
設

　

離
職
者
で
就
労
能
力
お
よ

び
就
労
意
欲
の
あ
る
人
の
う

ち
、住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人

ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
を
対
象
に
、六
カ
月
間
を

限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を
支
給

す
る
と
と
も
に
、住
宅
お
よ
び

就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支

健
康
福
祉



■日　程／11月13日㈮～11月15日㈰
■主な行事
　記念講演
　「家族も仕事も！人生をまるごと楽しむ方法」
　◦講　師／石坂　啓さん
　◦日　時／11月14日㈯ 午後1時～3時15分
　◦場　所／きらめきプラザ301会議室
　　　　　　(岡山市北区南方2-13-1)
　◦参加費／無料（※先着240人）

■問い合わせ・申し込み先
　岡山県男女共同参画推進センター
　TEL.０８６-２３５-３３０５
　FAX.０８６-２３５-３３０６

ウィズフェスティバル2009
～参画社会であなたもかわる 明日が変わる～
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て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
？
年
齢・性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　

十
一
月
二
十
二
日
㈰

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
署

　

東
出
張
所 

会
議
室

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
締
め
切
り
日　

　

十
一
月
十
五
日
㈰

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

公
募
締
め
切
り
日　

　

十
一
月
十
三
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

◦
国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務
所

　

☎
０
８
６（
２
２
３
）５
１
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.cgr.m

lit.　

　

go.jp/okakaw
a/

　
救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合

に
は
、生
計
を
一
と
す
る
同
居

の
親
族
の
収
入
の
合
計
が
次

の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

単
身
世
帯
…
八
万
四
千
円

　

複
数
世
帯
…
十
七
万
二
千
円

⑥
生
活
を
一
と
す
る
同
居
の
親

族
の
預
貯
金
の
合
計
額
が
次

の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

単
身
世
帯
…
五
十
万
円

　

複
数
世
帯
…
百
万
円

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
な
ど

に
対
す
る
雇
用
施
策
に
よ
る

貸
し
付
け
ま
た
は
給
付（
就

職
安
定
資
金
融
資
、訓
練
・
生

活
支
援
給
付
、就
職
活
動
困

難
者
支
援
事
業
な
ど
）、自
治

体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸
し

付
け
ま
た
は
給
付
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
人

　

手
当
支
給
期
間
中
は
、常
用

就
職
に
向
け
た
就
職
活
動
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
防
接
種
速
報

　

十
一
月
中
旬
か
ら
国
が
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。接
種
医

療
機
関
は
十
一
月
上
旬
に
は
公

表
さ
れ
る
予
定
で
す
。優
先
的

に
接
種
で
き
る
人
で
希
望
の
あ

る
人
は
主
治
医
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、生
活
保
護
世
帯
と
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
が
確
定
し
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　
三
世
代
交
流
お
飾
り
づ
く
り

　　

お
友
達
や
ご
家
族
み
ん
な
で

一
緒
に
お
飾
り
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

日　

時　

十
二
月
十
二
日
㈯

　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場　

所　

城
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講　

師　

難
波
公
正
さ
ん

定　

員　

二
十
人

参
加
費　

百
円

申
込
締
め
切
り
日

　

十
二
月
十
一
日
㈮

申
し
込
み
先　

◦
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

赤
磐
市
結
婚
推
進
委
員

　

市
で
は
、赤
磐
市
に
在
住
の

結
婚
適
齢
期
を
迎
え
た
男
女
が
、

良
き
伴
侶
に
恵
ま
れ
、明
る
く

幸
せ
な
家
庭
を
築
く
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
結
婚
推
進
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

活
動
内
容

◦
二
カ
月
ご
と
に
協
議
会
を
開

催
し
、情
報
交
換
な
ど
の
実

施
◦
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
の

開
催

◦
そ
の
他
、結
婚
推
進
に
関
す

る
活
動

負
担
金　

千
円（
年
間
）

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
農
林
課

◦
各
支
所
産
業
建
設
課

　

河
川
内
の
樹
木
伐
採

　

国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務

所
が
管
理
す
る
各
河
川
内
の
伐

木
を
し
て
い
た
だ
く
人
を
公
募

し
ま
す
。伐
木
は
無
償
で
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

場　

所　

吉
井
川（
赤
磐
市
熊

　

山
地
先
）ほ
か

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募

集



日　　時 相談内容 場　　所 問い合わせ先

11月2日㈪、9日㈪、
16日㈪、24日㈫、
30日㈪
午前10時～午後4時

【消費生活】 本庁1階
第2会議室 本庁協働推進室

11月4日㈬
午後１時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

11月6日㈮
午前10時～正午

【なやみごと（人権）】
【行政】

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所
市民生活課

11月11日㈬
午後1時～4時

【なやみごと（人権）】
【行政】

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

【なやみごと（人権）】
本庁市民課
人権・男女共同参画係

【行政】
協働推進室

11月18日㈬
午後1時～３時

【なやみごと（人権）】
【行政】

仁美農村
振興センター

吉井支所
市民生活課

12月4日㈮
午後1時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館
2階ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

12月4日㈮
午前10時～正午

【なやみごと（人権）】
【行政】

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所
市民生活課

随時
（土・日・祝日は除く）

【多重債務相談】
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士による
電話相談として受け付けを行っています。

本庁市民課
人権・男女共同参画係
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年
金
相
談

日　

時　

十
一
月
十
二
日
㈭

　

午
前
十
時
～
正
午

　

午
後
一
時
～
三
時

場　

所

　

産
業
会
館
ふ
る
さ
と
交
流
室

相
談
員

　

岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　

年
金
専
門
官

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

　
犯
罪
被
害
者
の
相
談
窓
口

　
十
一
月
二
十
五
日
～
十
二
月
一
日
は

　
犯
罪
被
害
者
週
間

　

警
察
で
は
、各
種
の
被
害
相

談
窓
口
を
設
け
、被
害
者
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。被
害
者
ご
本
人
だ
け

で
は
な
く
、ご
家
族
や
ご
友
人

か
ら
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。ま
た
、警
察
で
は
対
応

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、専

門
の
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
場
合
に
も
、警

察
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
窓
口　

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
お
か
や
ま
被
害
者
支
援

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
警
察
本
部
内
）

　

☎
０
８
６（
２
３
３
）８
３
４
９

相
談
日　

　

平
日
の
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
（
祝
日・年
末
年
始
は
除
く
）

　
第
七
回
お
か
や
ま
県
民

　
文
化
祭
協
賛
事
業

　「
国
際
理
解
市
民
講
座
」

　

財
団
法
人
岡
山
県
国
際
交
流

協
会
で
は
、国
際
理
解
を
促
進

し
多
文
化
共
生
へ
の
認
識
を
深

め
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

十
一
月
二
十
八
日
㈯

　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

場　

所　

　

作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
ラ
ザ

　
（
美
作
市
江
見
九
四
五
）

講　

師

　

シ
ー
ナ
・
ダ
ス
ワ
ニ
さ
ん（
イ

ン
ド
国
籍
。神
戸
市
生
ま
れ
。メ

デ
ィ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

お
知
ら
せ

相

談

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。



　読書の秋に朗読を楽しんでみませんか？
　昨年11月に赤磐市文化協会山陽支部が
開催した『芸術鑑賞の集い　耳を澄ませ、心
で聴く　朗読の世界』を収録したDVDを上
映します。
　心に響く朗読の世界をお楽しみください。

●問い合わせ先／教育委員会社会教育課

■日　　時／11月１４日㈯　午前１０時３０分～正午

■場　　所／中央図書館 多目的ホール

■対 象 者／一般（小学生以下は、保護者同伴）

■入 場 料／無　料　　■申し込み／不　要

■DVD内容
　①小説『羅生門』（芥川龍之介／作）
　　「羅生門」の世界を、朗読とバイオリン、ピアノの
　　音色に合わせて舞台表現しています。
　②創作民話『おこんじょうるり』（さねとう あきら／作）
　　いたこ婆さまと子ぎつねの心あたたまる出会いと
　　別れの物語です。　

■主　　催／教育委員会社会教育課

■共　　催／文化協会山陽支部

D V D 上 映 会

『耳を澄ませ、心で聴く
                朗読の世界』

『耳を澄ませ、心で聴く
                朗読の世界』
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助
け
合
い
の
心
で

　
集
落
と
農
地
を
守
ろ
う
　

　
～
東
備
地
域
集
落
営
農
研
修
会
～

日　

時　

十
一
月
十
九
日
㈰

　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

場　

所

　

く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

赤
磐
市
松
木
六
二
一
ノ
一

内　

容

◦「
集
落
営
農
で
次
代
に
引
き

継
ぐ
地
域
の
美
田
」

　

奈
義
町
西
原
営
農
組
合

　

野
々
上
三
喜
夫
さ
ん

◦「
助
け
合
い
の
心
で
取
り
組

む
集
落
営
農
」

　

赤
磐
市
惣
分
営
農
組
合

　

岡
本　

進
さ
ん　
　

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
農
林
課

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

演　

題　

　
「
あ
な
た
も
わ
た
し
も
地
球

人
～
違
い
を
認
め
て
豊
か
に
生

き
る
～
」

対　

象　

ど
な
た
で
も

定　

員

　

百
五
十
人（
先
着
順・要
予
約
）

参
加
費　

無
料

共　

催　

美
作
市

後　

援　

美
作
市
教
育
委
員
会

受
付
開
始　

十
月
十
五
日
㈭

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
㈶
岡
山
県
国
際
交
流
協
会 

企
画
班

　

〒
７
０
０-

０
０
２
６　

　

岡
山
市
北
区
奉
還
町
二
ノ
二
ノ
一

　

☎
０
８
６（
２
５
６
）２
９
１
７

　

FAX
０
８
６（
２
５
６
）２
２
２
６

　
「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ
う
。

　
労
働
保
険
」

　

労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み

で
す
か
？

　

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月

三
十
日
は
、労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
で
す
。

　

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
は
、今
す
ぐ
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、労
働
保
険
の
事
務
処

理
を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険

事
業
組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

◦
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　

☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

　
狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

　

十
一
月
十
五
日
か
ら
翌
年
二

月
十
五
日
ま
で（
イ
ノ
シ
シ・シ

カ
は
二
月
末
日
ま
で
）は
狩
猟

期
間
で
す
。

　

期
間
中
、野
山
に
出
か
け
る

場
合
は
、目
立
つ
色
の
服
装
を

心
が
け
る
な
ど
十
分
に
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い
。農
作
物
被
害

防
止
を
目
的
と
し
て
、イ
ノ
シ
シ

・シ
カ
に
限
っ
て
狩
猟
期
間
が
二

月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
農
林
課



　本年度もあかいわ祭りを開催します。ステージ
では仮面ライダーWショーや郷土芸能発表のほ
か、赤磐市出身の歌手・鼠先輩の歌謡ショーも開
催されます。また、ワイナリー会場ではワインの
無料試飲などのイベントが行われます。子どもか
ら大人まで１日楽しめますので、ご家族そろって
お越しください。

●問い合わせ先／本庁商工観光課

火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（4）

0
（1）

1
（4）

1
（4）

2
（13）

7
（89）

37
（328）

12
（97）

10
（115）

66
（629）

東出
張所

0
（3）

0
（1）

0
（0）

0
（2）

0
（6）

4
（32）

19
（137）

5
（41）

5
（34）

33
（244）

北出
張所

0
（1）

0
（1）

0
（0）

0
（4）

0
（6）

6
（30）

6
（107）

7
（29）

2
（22）

21
（188）

計 0
（8）

0
（3）

1
（4）

1
（10）

2
（25）

17
（151）

62
（572）

24
（167）

17
（171）

120
（1061）

■平成21年赤磐市火災・救急発生状況（9月）

※（　）にあっては平成21年の累計を示す

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

21年9月中 84 22 1 6 26 62 

20年9月中 91 31 0 4 43 60 

増          減 -7 -9 ＋1 ＋2 -17 ＋2 

21年9月末 782 246 4 36 294 536 

20年9月末 795 233 0 24 304 562 

増          減 -13 ＋13 ＋4 ＋12 -10 -26 

■平成21年赤磐市交通事故発生状況（9月）

【日　時】
　１１月２９日㈰　午前９時～午後３時（少雨決行）

【場　所】
　◦赤坂ファミリー公園多目的広場（今井地内）
　◦サッポロワイン㈱岡山ワイナリー（東軽部地内）

【主な催し物】
　◦仮面ライダーWショー ◦鼠先輩歌謡ショー
　◦井上れいか歌謡ショー ◦郷土芸能発表
　◦模擬店 ◦ワイン無料試飲　ほか

【駐車場】
　◦赤坂ファミリー公園 ◦赤坂中学校グラウンド
　◦軽部小学校グラウンド
　※赤坂中学校から会場までのシャトルバスを運行します。

★詳細は新聞折り込みチラシをご覧ください。

あ か い わ 祭 り
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、毎
年
十
一
月

十
一
日
か
ら
十
七
日
を「
税
を

考
え
る
週
間
」と
し
て
、税
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。国
を
支
え
る
税

に
つ
い
て
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
ご
存
じ
で
す
か
？

　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、所
得
税
、法
人
税
や
消
費

税
の
申
告
、す
べ
て
の
税
目
の
納

税
、申
請
・
届
け
出
な
ど
が
で
き

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.n
ta

.
g

o
.jp

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
年
末
調
整
説
明
会

　
「
平
成
二
十
一
年
分
年
末
調
整

説
明
会
」を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、年
末
調
整
の
関
係
用

紙
は
事
前
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。説
明
会
に
は
、「
年
末
調
整

の
し
か
た
」、「
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
提

出
の
手
引
き
」な
ど
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

十
一
月
二
十
四
日
㈫

　

午
前
十
時
～
十
一
時
四
十
五
分

場　

所　

中
央
公
民
館

対
象
者　

赤
磐
市
、岡
山
市
東

　

区
瀬
戸
町
の
人

問
い
合
わ
せ
先

◦
瀬
戸
税
務
署

　

☎（
９
５
２
）１
１
５
５

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



講　演
昨年大好評だった講演。

今年はなんと！！ 田中良治院長、
平井通雄副院長、中西豊医長の

豪華メンバーで行います。
午前9時30分開始です。

　

今
年
も
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

当
院
の
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、赤
磐
市
民
病
院
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
病
院
の
中
で
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
や
医
療
の
内
容
を
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

赤
磐
市
民
病
院
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

日
　
時
／
十
一
月
一
日
㈰  

午
前
九
時
～
正
午

場
　
所
／
赤
磐
市
民
病
院
一
階

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
７
０
９ 

︱
０
７
０
５　

　

赤
磐
市
松
木
六
三
三
ノ
一

　

赤
磐
市
立
赤
磐
市
民
病
院　

　

☎
９
９
５（
１
２
５
１
）

和気
松木交差点

磐梨中

赤磐市民病院

熊山
支所 Aコープ

GS
万富

ネオポリス

JR熊山駅

磐梨小

手洗いチェック、福祉用具の展示、
お薬相談、ＡＥＤ・ＣＴ装置の見学、

食事の『あぶら』などの体験ができます。
血管年齢、骨密度を無料で測定します。

（それぞれ先着２５人）

病院探検
見学してクイズに答えよう！

賞品を用意しています！

バザーを行います！

赤
磐
市
民
病
院

看
護
師
募
集　

　

赤
磐
市
民
病
院
で
は
、次
の
と
お
り
看

護
師
を
募
集
し
ま
す
。

【
職　
　

種
】看
護
師（
常
勤・非
常
勤
）

【
募
集
人
員
】若
干
人

【
採
用
場
所
】赤
磐
市
民
病
院

【
試
験
日
時
】随
時

【
試
験
場
所
】赤
磐
市
民
病
院

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人
で
正
看
護
師
免
許
証（
取
得
見

　

込
み
者
）を
有
す
る
人

【
試
験
方
法
】適
性
検
査
、作
文
、口
述
試
験

【
応
募
方
法
】　　
　

　

①
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

　

②
資
格
取
得
を
証
明
す
る
書
類

　
　
（
取
得
見
込
み
者
を
除
く
）

【
受
付
期
間
】随
時

【
採　
　

用
】平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

【
給　
　

与
】

　

赤
磐
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に 

　

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

秋
彼
岸
故
郷
訪
う
に
兄
の
い
て
兄
弟
三
人
の
は
ず
む
話
よ

水
不
足
な
る
を
憂
い
し
棚
田
に
も
梅
雨
の
慈
雨
に
て
出
揃
う
稲
穂

あ
や
わ
か
り
せ
ぬ
ま
ま
吾
は
頷
き
て
そ
れ
ら
し
き
顔
し
て
嫁
に
答
う
る

ひ
ら
ひ
ら
と
水
面
を
飛
び
交
う
夏
の
朝
涼
し
さ
を
呼
ぶ
御
歯
黒
蜻
蛉

焼
け
跡
の
真
っ
先
に
咲
く
夾
竹
桃
広
島
の
花
と
知
る
原
爆
忌

軒
下
の
夜
干
し
の
梅
は
皺
よ
せ
て
庭
に
広
ご
る
紫
蘇
の
香
り
よ

山
門
の
金
剛
力
士
の
朽
ち
果
て
て
往
時
を
偲
ぶ〈
長
楽
寺
〉跡

曾
て
は
亡
母
と
今
は
姪
ら
と
墓
参
り
変
わ
ら
ぬ
里
の
蜩
の
径

ひ
と
月
も
か
か
る
捻
挫
の
快
く
な
り
て
野
良
の
仕
事
の
出
来
る
仕
合
せ

夏
休
み
孫
ら
家
族
は
沖
縄
へ
無
事
を
祈
り
つ
掌
を
合
し
お
り

通
勤
の
疲
れ
を
癒
す
ご
と
一
つ
際
立
ち
輝
や
く
火
星
を
仰
ぐ

終
戦
の
日
し
ず
か
に
昔
を
思
い
出
す
も
ん
ぺ
姿
に
鉢
巻
き
の
青
春

く
ま
や
ま
わ
か
ば
会

土
井　

昌
子

広
瀬
喜
代
子

石
田　

乙
江

森
田　

経
子

日
下
部
隆
子

濱
田　

政
恵

宇
高　

圭
子

須
藤　

貞
子

小
野　

房
子

暮
地
岩
い
さ
よ

川
崎　

朋
子

石
田
三
夜
子

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

第
十
八
回
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

チ
ャ
リ
ティ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

【
日　

時
】

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
七
日
㈰　

午
後
二
時
～

【
場　

所
】

　

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

【
申
込
締
め
切
り
日
】十
一
月
三
十
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

実
行
委
員
会　

代
表・河
田
賢
太
郎

　

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

第
十
回
押
し
花
作
品
展
示
会

　
　
　
　
　 

　（
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
）

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
も
今
回
で
十
回
目
の
展
示
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
日
ご
ろ
の
成
果
や
身
近
な
草
花
で
簡
単
に
で
き
る

小
さ
な
額
も
展
示
し
ま
す
。

　

期
間
中
、無
料
体
験
会
を
行
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

　

十
二
月
五
日
㈯　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　

十
二
月
六
日
㈰　

午
前
九
時
～
午
後
三
時

【
場　

所
】西
山
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

押
し
花
サ
ー
ク
ル（
桃
枝
）

　

☎（
９
５
５
）１
８
８
５

熊
山
遺
跡
を
探
る
会
へ

参
加
し
ま
せ
ん
か

【
日　

時
】

　

十
一月
二
十
八
日
㈯　

午
前
十
時
～
正
午

【
集
合
場
所
】

　

熊
山
山
頂
駐
車
場（
自
由
参
加
）

【
主　

催
】熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会
事
務
局

　

金
光
久
子

　

☎（
９
９
５
）０
２
４
５



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
豚肉と大豆の中華風いため

◆材　料（2人分） ※1人分250㌔㌍
　●豚薄切り肉…80㌘　　●水煮大豆…100㌘
　●黒きくらげ（乾）…3㌘　　●ねぎ…1/2本
　●にんにく…１かけ　　●しょうが…１かけ
　●酒…大さじ2　　●ごま油…大さじ1
　●オイスターソース…大さじ1
　●しょうゆ…大さじ1

◆作り方
①　豚肉は一口大に切る。黒きくらげは水に浸しても
　　どし、かたいところを除いて食べやすく切る。ねぎ
　　は小口切りにする。にんにくとしょうがはみじん切
　　りにする。
②　フライパンにごま油とにんにくを入れて中火にかけ、
　　香りが立ってきたら、ねぎとしょうが、豚肉を加え
　　ていためる。肉に火が通ったら、黒きくらげ、大豆
　　を加えていため合わせる。
③　酒を加え水分が無くなるまでいため、オイスター
　　ソースとしょうゆで調味する。

　秋から冬にかけては空気が乾燥する季
節です。かさかさ肌や風邪対策には乾燥を
防ぐ食べ物を食べましょう。
　大豆と豚肉は体に潤いを与え、疲労回復
に効果的です。

●活動紹介
　10月2日に子育てエール事業を開催しました。
　この事業は子育てを応援する取り組みの一つとして、保
護者に子どもの病気についての知識、応急処置法を知って
もらうため愛育委員協議会と合同で実施したものです。
　赤磐消防本部による応急処置法の実技指導があり、参加
した保護者はみんな熱心に聞いていました。

（献立提供：山陽支部栄養委員会）
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◎
主
催
講
座『
親
子
で
作
ろ
う
米
粉
パ
ン
』

　
【
日　

時
】十
一
月
七
日
㈯　

午
前
十
時
～
午
後
一
時

　
【
会　

場
】赤
磐
市
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
調
理
室

　
【
参
加
費
】一
般
五
百
円　
　
【
定　

員
】十
五
世
帯

　
【
申
込
締
め
切
り
】定
員
に
な
り
次
第

◎
登
録
料
無
料
月
間
の
ご
案
内

　
　

育
児
を
応
援
し
て
ほ
し
い
人
と
育
児
を
応
援
し
た
い
人
と
が

会
員
登
録
し
、育
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す（
赤
磐
市
補
助
事
業
）。

　
　

十
一
月
は
登
録
料
金
無
料
月
間
で
す
。こ
の
機
会
に
是
非
ご

登
録
く
だ
さ
い
。詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
【
連
絡
先
】　

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　

〒
７
０
９-

０
８
１
６
赤
磐
市
下
市
一一
五

　
　

☎・ＦＡＸ（
９
５
５
）５
０
３
１　

◎『
第
十
回
子
ど
も
ま
つ
り
』ご
案
内

　
【
日　

時
】十
一
月
三
日
㈫・㈷

　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
二
時
三
十
分

　
【
会　

場
】赤
磐
市
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　

※
雨
天
時
は
総
合
体
育
館
フ
ィッ
ト
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

　
【
参
加
費
】三
百
円（
三
歳
以
上
子
ど
も
一
人
分
）

　
【
共　

催
】赤
磐
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

　
【
後　

援
】赤
磐
市
教
育
委
員
会

　
【
連
絡
先
】　

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　

〒
７
０
９-

０
８
１
６
赤
磐
市
下
市
一一
五

　
　

☎・ＦＡＸ（
９
５
５
）５
０
３
１

赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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9月

10月
ま ち の わ だ い

行
政
と
住
民
の
協
働
が
重
要

｢

協
働
の
ま
ち
づ
く
り｣

研
修
会
　

　
九
月
二
十
七
日
㈰
、赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
、市
が
開
講
し
て
い
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

塾
」と
自
治
連
合
会
が
合
同
で「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」研
修
会
を
、塾
生
、区
長
・
町
内
会
長
お
よ

び
市
職
員
約
百
三
十
人
出
席
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。

　
研
修
会
で
は
、岡
山
商
科
大
学
経
済
学
部
・
多

田
憲
一
郎
教
授
を
お
招
き
し
て「
ま
ち
づ
く
り
と

住
民
協
働
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。多

田
教
授
は
、講
演
の
中
で
国
の
三
位
一
体
改
革
や

平
成
の
大
合
併
、世
界
金
融
恐
慌
の
影
響
で
、自

治
体
の
財
政
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
状

を
示
し
、行
政
に
と
っ
て
住
民
と
の
協
働
が
い
か

に
重
要
か
を
説
明
。今
後
、住
民
と
の
協

働
が
実
現
で
き
る
条
件
と
し
て
、仕
組
み

づ
く
り
や
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、当
事

者
意
識
、人
材
育
成
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。赤
磐
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
、有
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
協
働
の
必

要
性
は
わ
か
り
ま
し
た
」「
人
材
育
成
や

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
重
要
性
を
説
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
一
番
難
し
い
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
に
一
役

宝
く
じ
助
成
金
で
祭
り
備
品
な
ど
整
備
　

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
助
成

事
業
を
活
用
し
、桜
が
丘
東
連
合
町
内
会
は
盆
踊
り
な

ど
で
使
用
す
る
は
ん
て
ん
や
テ
ン
ト
と
そ
れ
ら
を
保
管

す
る
倉
庫
を
、桜
が
丘
東
三
丁
目
町
内
会
は
祭
り
用
調

理
器
機
や
テ
ン
ト
と
そ
れ
ら
を
保
管
す
る
倉
庫
を
、桜
が

丘
東
四
丁
目
町
内
会
は
掲
示
板
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、地
域
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
・
広
報

事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 真

心
の
こ
も
っ
た
コ
ス
モ
ス
と

案
山
子
、二
千
人
を
魅
了

第
十
二
回
コ
ス
モ
ス・
案
山
子
ま
つ
り
　

　
十
月
四
日
㈰
、周
匝
の
吉
井
川
河
川
敷「
コ
ス
モ
ス
街

道
」で
、第
十
二
回
コ
ス
モ
ス・
案
山
子
ま
つ
り
が
開
か
れ
、

河
川
敷
を
彩
る
約
百
五
十
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
約
二
千

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
世
相
を
反
映
し
た
鳩
山
由
紀
夫
首
相
や
ア
メ

リ
カ
大
リ
ー
グ
で
九
年
連
続
二
百
安
打
を
記
録
し
た
イ

チ
ロ
ー
選
手
、オ
バ
マ
ア
メ
リ
カ
大
統
領
な
ど
三
十
五
体

の
案
山
子
が
街
道
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
で
は
芋
煮
や
う
ど
ん
な
ど
の
テ
ン
ト
が
軒

を
並
べ
た
ほ
か
、傘
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、

祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▶
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

▶
多
田
教
授
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

に
つ
い
て
の
説
明

▶
助
成
金
で
整
備
さ
れ
た
備
品
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▼
運
動
会
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ

こ
数
年
、子
ど
も
の
体
力
低
下
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。あ
る
幼
稚
園
の
先
生
か
ら

「
最
近
は
走
り
方
が
分
か
ら
な
い
子
ど
も

や
、転
ぶ
と
き
に
手
を
つ
か
な
い
子
ど
も

が
増
え
た
」と
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

赤
磐
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
の
か
気
に

し
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。爽
や
か
な
汗
を

流
し
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
競
技
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
て
「
赤
磐
の
子
ど

も
た
ち
は
大
丈
夫
」と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
十
月
四
日
㈰
、周
匝
へ「
コ
ス
モ
ス
・
案
山

子
ま
つ
り
」
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

河
原
に
着
く
と
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が

一
面
に
広
が
り
、そ
の
み
つ
を
ハ
チ
や
チ
ョ

ウ
が
せ
っ
せ
と
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

河
原
の
道
沿
い
に
は
た
く
さ
ん
の
案
山

子
が
い
て
、見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
中
で
自
分
で
作
っ
た
案
山
子
の
こ
と

を
熱
心
に
説
明
し
て
い
る
女
の
子
が
い
て
、

そ
の
話
を
聞
い
て
い
た
ら
、私
も
何
か
作
っ

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。（

ア
ー
ル・
え
む
）

編

集

後

記

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
野
　
孝
さ
ん（
河
田
原
）　

　
十
月
三
日
㈯
、井
上
市
長
ら
が
こ
の
日
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
岡
野
孝
さ
ん
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、息
子
の
学
さ
ん

夫
婦
と
暮
ら
す
お
宅
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　
市
と
県
か
ら
記
念
品
や
花
束
な
ど
を
受
け
取
ら
れ
た

岡
野
さ
ん
は「
夢
を
見
て
い
る
よ
う
。あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
、も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
岡
野
さ
ん
は
河
田
原
で
生
ま
れ
、学
校
卒
業
後
は
大
阪

の
銀
行
へ
三
年
勤
め
ま
し
た
が
、病
気
を
患
い
帰
郷
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
は
実
家
の
商
売
を
し
な
が
ら
、五
十
歳
ご
ろ

か
ら
九
十
歳
ご
ろ
ま
で
神
主
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
も
朝
夕
の
お
祈
り
は
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

運
動
！
休
養
！
食
事
！
で
元
気
ア
ッ
プ

磐
梨
中
学
校
講
演
会
　
　

　
九
月
十
四
日
㈪
、十
五
日
㈫
の
二
日
間
に
わ
た
り
、磐
梨
中
学
校
で

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、川
崎
医
療
福
祉
大
学
の
保
野
孝
弘
先
生
が
、「
脳
科
学
か

ら
考
え
る
、早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
」と
題
し
て
、ど
う
し
て
朝
ご
は

ん
を
食
べ
る
こ
と
や
早
く
寝
る
こ
と
が
大
切
な
の
か
を
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
磐
梨
中
学
校
で
は
、こ
の
講
演
会
の
期
間
中
に
、岡
山
県
の「
早
ね

早
お
き
朝
ご
は
ん
」県
民
運
動
で「
ぱ
っ
ち
り
！
モ
グ
モ
グ〝
ツ
ー
ウィ
ー

ク
〟」に
も
取
り
組
み
、毎
日
の
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る
活
動
も
す

す
め
て
い
た
た
め
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
規
則
正
し
い
生
活
を
心

が
け
て
い
く
よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、目
前
に
控
え
た
備
前
東
地
区
中
学
校
秋
季
総
合
体
育

大
会
の
壮
行
式
の
前
に「
岡
山
湯
郷
ベル
」の
種
田
佳
織
コ
ー
チ
を
お
招

き
し
、講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。種
田
先
生
か
ら
は「
夢
中
に
な
る
こ

と
を
み
つ
け
て
ほ
し
い
」「
夢
を
も
っ
て
、そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
ほ

し
い
」と
の
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲市長からのお祝いをうれしそうに受け取る岡野さん

▲保野先生の講演

▲結団壮行式での種田コーチの講演
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山 陽 郷 土 資 料 館 所 蔵 の
分銅形土製品など出展中

　現在岡山県立博物館で開催中の特別
展に山陽郷土資料館から分銅形土製品
や人物埴輪などが出展されています。
　ぜひ、この機会に県内の貴重な資料と
ともにご覧ください。

平成21年度特別展
「土と火のオブジェ－縄文の土器・
　　　土偶から現代備前焼まで－」

●会　期／１１月１５日㈰まで
　　　　　※月曜日は休館

●場　所／岡山県立博物館
　　　　　（岡山市北区後楽園1-5）

●入館料／大　人…………600円
　　　　　高校生…………400円
　　　　　小　人…………180円
　　　　　（65歳以上・5歳未満は無料）
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■
分ふ

ん
ど
う
が
た

銅
形
土ど

製せ
い
ひ
ん品

　
― 

市
内
の
弥
生
文
化 

―

　
赤
磐
市
の
弥
生
時
代
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
遺
物
に
、分
銅
形
土

製
品
が
あ
り
ま
す
。現
在
か
ら
お
よ

そ
千
九
百
年
か
ら
二
千
二
百
年
前

の
も
の
で
す
。

　
円
板
の
左
右
を
え
ぐ
っ
た
も
の

で
、そ
の
多
く
が
豊
か
な
文
様
で
装

飾
さ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
使

用
さ
れ
た
秤は
か
りの

お
も
り
で
あ
る
分

銅
の
形
状
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、そ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
分
銅
形
土
製
品
は
中
四
国
地
方

を
中
心
に
七
百
点
以
上
出
土
し
て

お
り
、分
布
の
中
心
は
岡
山
県
で
す
。

市
内
で
も
六
十
一
点
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。と
り
わ
け
、山
陽
団
地
の

開
発
に
伴
っ
て
調
査
さ
れ
た
遺
跡

群
だ
け
で
、五
十
二
点
が
ま
と
ま
っ

て
出
土
し
て
お
り
、家
族
単
位
で
保

有
、使
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
分
銅
形
土
製
品
の
多
く
が
割
れ

た
状
態
で
出
土
す
る
た
め
、そ
の
全

形
が
明
確
な
も
の
は
少
な
く
、大

き
さ
・
上
下
の
割
合
・
文
様
の
種
類
、

文
様
が
施ほ
ど
こ

さ
れ
た
場
所
に
よ
っ
て

細
か
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
文
様
は
、先
の
尖と
が
っ
た
竹
串
の
よ

う
な
も
の
で
、線
や
点
が
丁
寧
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。特
に
円え
ん
こ孤
は
き
れ

い
な
曲
線
で
引
か
れ
て
い
ま
す
。

　
興
味
深
い
の
は
、顔
や
眉ま
ゆ

状
の
表

現
が
み
ら
れ
る
点
で
す
。中
に
は
眉
、

目
、鼻
、口
が
表
現
さ
れ
る
も
の
も

あ
り
、そ
の
表
情
は
か
す
か
に
微
笑

ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。大

昔
の
弥
生
人
に
少
し
近
づ
け
た
よ

う
な
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

　
分
銅
形
土
製
品
が
ど
の
よ
う
な

目
的
で
作
ら
れ
た
の
か
は
今
の
と

こ
ろ
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。お
守
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、も
し
く
は
ま
じ
な
い
の
道

具
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

▲分銅形土製品

▲さまざまな形・文様の分銅形土製品
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